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復興事業の最終年度となりました。町内主要幹線

道路の供用が進捗しており、車移動の利便性を実感

しております。復興道路事業が計画通り完了する事

を願っています。 

幹線道路は歩道も整備され、散歩する姿が見受け

られるようになりました。通学路の交通安全確保、

歩道のバリアフリー化など、地域の人々が安心して

暮らせる道路空間の環境づくりについての考えを伺

います。 

石巻バイパス（10.8km）、平成 10 年度着工し大

瓜工区が平成 30年 11月供用開始いたしました。開

通により女川町が近くなったと好影響を与えていま

す。女川町の産業振興に直結する重要道路である石

巻バイパス沢田工区着手の見通しを伺います。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

町は復興事業の進捗と併せて、町民が安心して暮

らせる事業を推進してきました。町民からは、日常

生活に直結する施策の話題などが多くなっていると

感じられます。 

町も解決策に取り組んでいますが、住みやすい安

１ 石巻バイパス（沢田

工区）の着手見通しは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 住みやすいまちづく

りの改善策について 
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心できるまちづくりに終わりはありません。 

そこで伺います。 

（１）ＪＲ便は現在 11 便ですが、町民から増便、

スイカ使用の要望があると思いますが、改善策

の見通しは。 

（２）仮設から公営住宅入居や自立再建に移転し、

各行政区のコミュニティづくりが積極的になっ

てきました。 

元気な高齢者の方で、多少でも働いて報酬が

いただけるなら良いなとの話しがあります。 

シルバー人材センター設立など、新しい仕組

みを検討すべきと思いますが。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


